
研究開発のフェーズ

事業化応用・実用化研究基礎研究
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成果展開まで連続性をもった支援

○社会ニーズへの対応や研究開発成果の国内外への展開を意識し、基礎から応用・実用化まで連続的な視点を持っ
て、研究開発の支援制度の在り方、産学官連携・国際連携方策を整理する必要があるのではないか。

萌芽的、革新的技術のシーズ創出

政策課題を明確にした戦略的、重点的な研究開発・フェーズに応じて適切な資金分配スキームは？
・適切なプロジェクトマネジメントの方法は？

・各フェーズにおいて取るべき国際連携方策、産
学官連携方策は何か？

・連続性を持たせるための仕組みとして何が必要か？

参考１

萌芽的研究

・官民の役割分担は？
・政府支援が必要な理由は？

・失敗を許容しつつ適切に評価
するための指標は？

基礎研究から応用研究への橋渡し
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